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1. はじめに 
美作大学では平成２２年度～ ２９年度、岡山県北部の津
山市・美作市・真庭市在住の広汎性発達障害者を対象に健
康支援の一環として健康料理教室（以下、教室）を開催し
た。料理実習の体験から望ましい食事の整え方を支援し、
一人で自宅において調理ができるように、自立度の向上を
目指した結果、個に応じた食意識や調理技術の向上が見ら
れ、自立支援に一助になったと考える。 しかし、教室に参
加できる人数は限られているため、施設関係者から教室で
活用の実習用レシピを分けてほしいとの要望があった。 
 そこで、他の関係機関でも活用が可能であれば役立てて
いただきたいと考え、７回分の献立レシピを１冊の本にま
とめて発行し、関係機関へ無償で配布することとした。 
 
2. 発行方法 
レシピ集: 冊子は２冊作成し、200部製本する。 
(1)発達障害者の支援者用としての解説書 
     (2)発達障害者を対象とした料理レシピ集 
配布対象: 岡山県津山圏内の発達障害者支援施設 
     岡山県内の保健所 市町村役場 支援学校 
      全国 47都道府県の発達障害者支援センター 
     レシピ希望者        
発刊期日: 平成 30年 12月  
内    溶: 健康な食生活実践 7回分(１週間)の料理レシピ  
協力機関: 前川報恩会 福武教育文化振興財団  
おかやま発達障害者支援センター 
      美作地域の発達障害者支援機関 11施設 
     美作大学地域生活科学研究所 
3. レシピ内容 
(1)支援者用レシピ集活用のための解説書作成 (図 1) 
発達障害者のための健康料理レシピ 
～「１週間分のレシピ集」発行について～ 
 1) 発達障害者のための健康料理教室の概要 
 2) １週間分の献立作成の意図 
 3) 発達障害者の特性に対応したレシピの見方 
 4) 健康料理教室開催にご協力いただいた関係機関 
          
 
 
 
 
 
 
図 1 レシピ集の解説書 
 
(2)発達障害者用１週間分のレシピ集 
1)１週間分の献立表、献立と関連した健康と調理のテーマ 
を設定した。 
2)レシピは、曜日別に日曜日から土曜日までの７日分設定 
   し、１日の内の１食分を記載した。 
3)レシピは、曜日別に次の順に記載した。 
①献立名と写真 ②健康及び調理テーマの解説  
③２人分の材料表示 ④使用器具の表示 ⑤レシピ表示 
（１から順に調理し、最後に 4 品の料理が完成する。）
発達障害者用１週間分のレシピ集の内容の一部を、図 2～
12のとおり示す。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 レシピ集 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 レシピ集目次 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
図 4 レシピ集の献立表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 レシピ集の見方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 曜日別献立内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 曜日別健康テーマの食育内容 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 曜日別 調理技術の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 曜日別 調理器具の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10  曜日別 使用材料名と分量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 11 曜日別 調理のレシピ内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 12 曜日別 調理の完成 
 
4. レシピ集発行  
レシピ集は、200 部印刷し、学長名の付け紙を添えて、
以下の機関へ無償で配布した。 
(1) 津山障害者就業・生活支援センター／美作地域生活
支援センター １０施設 
(2) 岡山県内２７市町村 
(3) 岡山県支援学校１６校 
(4) 健康料理教室参加者 ２６名 
(5) おかやま発達障害者支援センター ２箇所 
(6) 岡山県（障害福祉課／特別支援教育課） ２課 
(7) 全国 47都道府県における発達障害者支援センター 
(8) 学内担当者及び担当学生 50部 
(9) レシピ希望者 20部  
5. 広報活動 
(1)新聞掲載 
岡山県内の「津山朝日新聞」や「山陽新聞」等に掲載して
いただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)新聞掲載の反響 
岡山県内の発達障害者の支援関係者や発達障害者のご家
族の方や NPO 法人等からレシピ集の希望が殺到した。予
想以上の反響に印刷部数が足らなくなり、地域生活科学
研究所の担当者がレシピ集 135 項をカラー印刷し、ファ
イルに綴じて 78部発送した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発送後には、お礼の電話、葉書、手紙、メールを多くい
ただいた。電話では、福祉関係ではない管理栄養士の先
生が、どうして発達障害者の支援に関わろうと思ったの
かを直接聞きたいと思った。また、手紙では今までこの
ようなレシピ集を見たことがない。子どもの目先のこと 
ばかりに気をとられていた。先のことを考えて自立できる
ようにすることも大切であることに気づかされた。43歳の
息子の自立に役立てたいなどのお声を聞くことができた。 
 
(3)美作大学のリポジトリ(みまリポ)に掲載 
その後もレシピ集の希望者が殺到したことから、美作大学
のリポジトリに掲載することとした。リポジトリでは、１
週間分のレシピを曜日別に献立内容を提示し、希望者は随
時必要な曜日のレシピをダウンロードして活用することが
可能となった。 
https://mimasaka.repo.nii.ac.jp 
 
6. まとめ 
健康料理教室をとおした発達障害者に対する社会的支援に 
関する研究」に取り組み、レシピ集を発行させて頂いた結
果を以下の４点にまとめた。 
 
(1)大学と地域 (発達障害者支援機関)が連携を図ることで、
支援の取り組み内容が広範囲にわたることがわかった。 
(2) 「発達障害者のための健康料理レシピ集」を発行し、 
 発達障害者の調理をとおした自立支援の一助となった。 
(3) 発達障害者の保護者の方の、自立支援の意識づけとな 
った。 
(4) 発達障害者に対して、管理栄養士として食生活面から 
自立支援を行うことができることが分かった。 
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